5. 有識者ヒアリング概要
現地調査結果等について、大阪公立大学工学部都市学科　遠藤徹氏に対外的な発信を前提として、とりまとめに向けて助言等を頂き考察等に反映した。
また、現地調査結果等について以下の通りコメントを頂いた。

表4.2-41　現地調査結果等へのコメント
	結果等について
	・大阪湾のデータとして、公開情報となることは貴重かつ有益。
・現時点において創出藻場による二酸化炭素の吸収量は、決して大きな値ではないが、カーボンニュートラルの推進により、省エネ化など様々な取組みが進んだ将来においては、小さな規模でも、高い価値を持つと考えられる。

	今後注目される点
	・水質改善効果等を把握するためには、連続的なモニタリングが必要。
・ワカメが繁茂する場の評価として、区画毎に詳細な潮の動きを観測するのはどうか。
・野鳥園の導水管で機能している部分、護岸から内部水が染み出している部分、染み出しのない部分で海藻の繫茂状況に差が現れる可能性があり、野鳥園の干潟部分との関係に興味がある。
・設置した基質自体の多面的（藻場創出以外に生物生息礁等）なサービス・メリットに興味がある。
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